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■ 

寺
子
屋
の
「
天
神
講
」

天
神
祭
の
数
あ
る
講
の
中
で
も
最
大
級

の
講
員
を
誇
る
「
天
神
講
獅
子
」
の
起
源

は
、
江
戸
時
代
の
寺
子
屋
に
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。｢

読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん｣
を
学
ぶ
寺

子
屋
で
は
、
学
問
の
神
様
・
天
神
様
へ
の

崇
敬
の
念
が
強
く
、
特
に
大
阪
の
寺
子
屋

で
は
、
師
匠
と
寺
子
に
よ
る
「
天
神
講
」

が
普
及
し
て
い
ま
し
た
。

｢

講｣

と
は
、
本
来
は
寺
院
に
お
い
て
仏

典
を
講
読
す
る
僧
侶
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
を

指
し
ま
し
た
が
、
の
ち
に
は
伊
勢
参
宮
の

た
め
の
伊
勢
講
や
、
金
銭
融
通
の
た
め
の

頼
母
子
講
の
よ
う
に
、
広
く
志
を
同
じ
く

す
る
集
団
の
一
般
的
呼
称
と
な
り
ま
し
た
。

寺
子
屋
の
「
天
神
講
」
で
は
、
『
大
威

徳
天
神
感
応
経
（｢

天
神
経｣

と
略
す
）
』

を
、
毎
日
、
あ
る
い
は
毎
月
二
十
五
日
に

講
読
し
ま
し
た
。
寺
子
屋
の
教
科
書
で
あ

る
『
往
来
物
』
に
は
「
天
神
講
」
を
付
録

に
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

経
文
だ
け
で
は
な
く
、
天
神
画
像
や
、
菅

公
の
御
歌
「
我
た
の
む 

人
を
空
し
く 

な

す
な
ら
は
　
天(

あ
め)

が
下
に
は 

名
を
や

な
が
さ
ん
」
な
ど
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
寺
子
屋
に
お
い

て
天
神
様
へ
の
信
仰
心
を
育
て

ら
れ
た
寺
子
た
ち
は
、
毎
年
の

初
天
神
に
は
、
書
道
の
上
達
を

願
う
書
初
め
「
天
満
書
」
を
行
い
、
ま
た
、

毎
月
二
十
五
日
に
は
、
「
天
神
講
」
と
し

て
、
近
隣
の
天
満
宮
に
参
拝
し
た
の
で
す
。

■ 

天
神
祭
の
「
天
神
講
」

江
戸
中
期
に
は
、
当
宮
周
辺
の
寺
子
屋

の
「
天
神
講
」
か
ら
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
し
た

よ
う
に
、
当
宮
の
氏
子
た
ち
に
よ
る
「
天

神
講
」
が
生
ま
れ
、
当
宮
お
よ
び
天
神
祭

へ
の
御
奉
仕
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
が
現

在
の
「
天
神
講
獅
子
」
な
の
で
す
。

史
料
的
に
は
、
享
保
九
年
（
一
七
二

四
）
五
月
二
十
一
日
に
「
天
神
講
中
」

が
御
簾
に
懸
け
る
神
鏡
五
面
と
榊
台
掛

け
鏡
一
面
を
奉
納
し
た
と
い
う
記
録
が

最
古
の
も
の
で
す
（
寺
井
家
日
記
）
。

同
年
の
三
月
二
十
一
日
に
大
阪
市
中

の
の
三
分
の
二
を
焼
き
尽
く
し
た
享
保

の
大
化
（
妙
知
焼
け
）
が
起
こ
り
、
当

宮
も
類
焼
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
復

興
に
協
力
す
る
奉
納
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。天

神
講
獅
子
に
は
、
享
保
四
年
（
一

七
一
九
）
創
立
の
伝
承
が
あ
る
そ
う
で

す
。
大
火
か
ら
わ
ず
か
二
ヵ
月
後
の
奉

納
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
れ

ば
、
大
火
以
前
の
創
立
伝
承
に
無
理
は
な

い
よ
う
で
す
。

明
治
期
に
は
古
美
術
商
仲
間
が
中
心
の

講
と
な
っ
て
お
り
、
明
治
二
十
三
年
（
一

八
九
〇
）
に
は
、
伊
勢
太
神
楽
の
神
楽
師

が
講
の
子
ど
も
た
ち
に
踊
り
を
教
え
、
現

在
の
よ
う
な
「
獅
子
舞
」
や
「
傘
踊
り
」

「
四
つ
竹
」
「
梵
天
」
な
ど
の
舞
い
踊
り

に
よ
る
華
や
か
な
ご
奉
仕
の
形
が
整
い
ま

し
た
。
講
員
に
子
ど
も
が
多
い
の
は
、
寺

子
屋
「
天
神
講
」
の
名
残
な
の
で
す
。

そ
し
て
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
八
）
十

月
に
は
、
講
名
を
「
天
神
講
獅
子
」
に
改

め
て
新
た
な
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

■ 

天
神
講
獅
子
創
立
三
百
年

昨
年
は
、
講
の
創
立
伝
承
で
あ
る
享
保

四
年
か
ら
数
え
れ
ば
三
百
年
の
佳
年
に
あ

た
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
講
で
は
「
御
神

鏡
」
「
獅
子
頭
」
「
煙
草
分
煙
器
」
の
当

宮
へ
の
奉
納
と
、
『
大
阪
天
満
宮 

天
神

講
獅
子 

三
百
年
祭
記
念
誌
』
の
発
行
を

計
画
さ
れ
、
五
月
に
は
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪

で
の
盛
大
な
「
三
百
年
記
念
式
典
」
を
準

備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
折
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、

今
年
の
五
月
九
日
に
延
期
さ
れ
た
の
で
す
。

表
紙
解
説

大
阪
天
満
宮 

天
神
講
獅
子
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去
る
二
月
四
日
、
午
後
六
時
か
ら
当
宮

本
殿
に
お
い
て
、
観
世
流
能
楽
師
・
上
野

朝
義
師
（
朝
陽
会
館
館
主
）
以
下
に
よ
り
、

新
作
能｢

ア
マ
ビ
エ｣

と
舞
囃
子｢
老
松｣
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
は
「
て
ん
ま
天

神
梅
ま
つ
り
」
の
勧
進
御
能
と
し
て
舞
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
は
疫
病
退

散
を
祈
願
し
て
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。

「
ア
マ
ビ
エ
」
の
作
者

は
、
小
鼓
方
で
あ
る
上
田

敦
史
師
の
原
作
に
よ
る
作

品
で
す
。
江
戸
時
代
末
頃

に
肥
後
国
（
熊
本
県
）
に
出
現
し
た
と
い

わ
れ
る
海
神
の
使
い｢

ア
マ
ビ
エ
」
の
神

力
に
よ
っ
て
疫
病
が
収
ま
っ
た
後
の
出
来

事
を
物
語
と
し
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

神
恩
に
感
謝
す
る
舞
楽
が
海
辺
で
奏
さ
れ

る
と
、
再
び
「
ア
マ
ビ
エ
」
が
現
れ
て
こ

れ
に
応
え
る
と
い
う
設
定
で
す
。

冒
頭
に
は
、
狂
言
方
に
よ
る
語
り

間
（
あ
い
）
が
あ
り
、
事
の
経
緯
を
述
べ

て
ア
マ
ビ
エ
が
出
現
す
る
場
面
へ
つ
な
が

り
ま
す
。

　
　
　
　

謡　
　

詞
章

海
神
の　

救
い
は
波
の
如
く
に
て

救
い
は
波
の
如
く
に
て　

祈
る
心
に

打
ち
寄
す
る　

音
に
も
真
砂
の
松
陰

に　

照
り
添
ふ
月
の
汀
に
て　

舞
楽

を
奏
し
待
ち
居
た
り･･･

久
方
の
久
方

の
月
に
輝
く
そ
の
姿　

黒
髪
も
滔
々

と
珠
の
鱗
に
三
つ
の
脚･･･

ご
覧
な
れ

ご
覧
な
れ
夢
幻
に
我
が
姿
如
何
な
る

悪
魔
な
り
と
も
恐
れ
を
成
す
も
理
や

写
せ
や
人
々
よ･･･

こ
の
他
に
、
舞
囃
子
「
老
松
」
も
奉
納

さ
れ
、
本
殿
は
厳
粛
な
空
気
に
包
ま
れ
て

お
り
ま
し
た
。
今
回
の
奉
納
に
つ
い
て
拝

観
者
は
関
係
者
だ
け
が
殿
内
に
陪
観
す
る

こ
と
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

疫
病
退
散
祈
願　

　

奉
納
能 

『ア
マ
ビ
エ
』
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延

が
世
界
的
規
模
に
拡
大
し
、
わ
が
国
に
お

い
て
も
、
多
大
な
影
響
を
与
え
、
現
在
で

も
衰
え
を
知
ら
な
い
状
況
で
す
。

こ
の
状
況
下
に
お
き
ま
し
て
、
当
宮
で

は
様
々
な
行
事
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

● 

七
五
三
詣

本
殿
に
は
、
お
祝
い
の
お
子
様
と
親
御

様
の
み
昇
殿
い
た
だ
き
、
ご
家
族
ご
と
に

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
「
密
」
を
避

け
ま
し
た
。

● 

正
月
・
初
詣

一
月
中
は
分
散
参
拝
を
促
す
と
と
も
に
、

警
備
員
を
各
所
に
配
置
し
、
境
内
の
「
露

店
」
は
中
止
し
て
、
入
場
規
制
を
実
施
し

ま
し
た
。

職
員
は
マ
ス
ク
・
手
袋
を
着
用
し
、
授

与
所
に
は
透
明
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
ま

し
た
。
ま
た
御
祈
祷
は
祈
願
の
ご
本
人
の

み
昇
殿
し
て
い
た
だ
き
、
検
温
・
消
毒
を

徹
底
し
ま
し
た
。
本
殿
に
は
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
設
置
し
「
密
」
を
避
け
ま
し
た
。

● 

天
神
天
神
え
び
す
祭

例
年
の
甘
酒
・
御
神
酒
の
振
る
舞
い
な

ど
は
中
止
し
、
祭
典
と
吉
兆
の
授
与
の
み

行
い
、
吉
兆
の
授
与
時
間
も
短
縮
し
ま
し

た
。
ま
た
ご
奉
仕
の
方
々
に
は
、
マ
ス
ク

と
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
着
用
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

● 

初
天
神
・
梅
花
祭

毎
年
の
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
プ
ロ
野

球
選
手
や
、
著
名
人
、
地
域
の
方
々
で
行

わ
れ
る
本
殿
か
ら
の
「
福
玉
ま
き
」
、
お

よ
び
本
殿
前
で
行
わ
れ
る
「
う
そ
替
え
神

事
」
は
中
止
し
ま
し
た
が
、
氏
子
の
還
暦

年
男
年
女
の
方
々
の
「
初
天
神
厄
除
け
特

別
祈
祷
」
は
執
り
行
い
ま
し
た
。

● 

節
分
・
厄
除
大
祭

厄
除
大
祭
は
例
年
、
本
殿
に
た
く
さ
ん

の
参
拝
者
が
昇
殿
さ
れ
ま
す
が
、
本
年
は

境
内
に
ご
参
列
い
た
だ
き
、
特
別
舞
台
を

設
け
て
神
職
が
祝
詞
奏
上
を
行
い
、
悪
疫

退
散
も
願
い
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
宮
で
は
様
々
な
行

事
ご
と
に
き
め
細
か
い
コ
ロ
ナ
対
策
を
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。
感
染
防
止
の
周
知
徹

底
に
よ
り
参
拝
者
も
減
り
、
境
内
が
少
し

寂
し
く
な
っ
て
い
る
の
は
残
念
な
こ
と
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

終
熄
し
た
暁
に
は
、
諸
行
事
が
安
心
し
て

賑
や
か
に
執
り
行
え
る
日
が
来
る
こ
と
を

職
員
一
同
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
行
事
に
つ
き
ま
し
て
も
感
染
対

策
を
実
施
致
し
ま
す
の
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
ご
確
認
下
さ
い
。

諸
行
事
と
コ
ロ
ナ
対
策

諸
行
事
と
コ
ロ
ナ
対
策
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盆
梅
と
刀
剣
展

去
る
二
月
十
一
日
か
ら
二
月
二
十
八
日

に
か
け
て
、
『
第
十
八
回 
て
ん
ま
天
神

梅
ま
つ
り
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す
る
中
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
参
集
殿
に
お

け
る
「
盆
梅
と
刀
剣
展
」
だ
け
を
実
施
し
、

恒
例
の
境
内
各
所
の
売
店
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
は
全
て
中
止
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

｢

盆
梅
と
刀
剣
展｣

の
会
場
に

は
、
「
天
神
画
像
」
と
と
も
に

天
神
様
の
愛
梅
の
御
心
を
偲
ん

で
い
た
だ
き
た
く
、
五
十
鉢
を

超
え
る
盆
梅
を
展
示
し
ま
し
た
。

予
想
さ
れ
た
通
り
、
御
来
場

者
数
は
昨
年
に
比
べ
れ
ば
減
少

気
味
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、

御
来
場
の
皆
様
は
、
例
年
以
上

に
、
感
慨
深
く
春
の
訪
れ
を
感

じ
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
お

見
受
け
し
ま
し
た
。

特
別
展
示
「
天
光
丸
」

｢

盆
梅
展｣
に
合
わ
せ
て

開
催
し
ま
し
た｢
刀
剣
展｣

は
、
今
年
で
三
回
目
と
な

り
ま
す
。
初
回
か
ら
特
別

展
示
し
て
ま
い
り
ま
し
た

壷
井
八
幡
宮
（
羽
曳
野
市

壷
井
）
の
御
神
宝
「
天
光

丸
」
を
、
今
年
も
展
示
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

｢

天
光
丸｣

は
、
伯
耆
国

(

鳥
取
県)

の
刀
工
・
安
綱

の
作
刀
で
、
反
り
の
な
い

「
直
刀
」
か
ら
、
反
り
の
あ
る
「
彎
刀
」

に
移
行
し
た
平
安
時
代
中
期
の
作
品
と
さ

れ
て
お
り
、
国
の
重
要
美
術
品
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
の
『
河
内
名
所
図
会
』

(

一
八
〇
一
年
刊)

に
は
、｢

天
光
丸｣

の
由

来
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

伯
耆
国
安
太
夫
、
官
名
左
馬
頭
安
綱
作
。

鬼
切
丸
と
同
鉄
を
も
っ
て
作
り
し
雌
雄
の

御
太
刀
な
り
。
多
田
満
仲
よ
り
相
伝
あ
り

て
、
八
幡
太
郎
出
陣
の
時
、
佩
せ
ら
れ
、

朝
敵
を
鎮
め
た
ま
う
な
り
。

す
な
わ
ち
「
天
光
丸
」
は
、
同
じ
く
安

綱
の
作
と
さ
れ
る
「
鬼
切
丸
」
と
「
雌
雄

(

一
対)

の
御
太
刀
」
で
あ
り
、
も
と
も
と

は
多
田
源
氏
の
祖
・
多
田
満
仲
が
佩
用
し

た
が
、
の
ち
に
子
孫
の
八
幡
太
郎
（
源
義

家
）
の
佩
刀
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

ち
な
み
に
「
鬼
切
丸
」
は
、
現
在
、
北

野
天
満
宮
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
ま
す
。

繁
昌
亭
と
コ
ラ
ボ

な
お
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
集

客
の
工
夫
と
し
て
、
当
宮
北
側
の
落
語
の

定
席
「
天
満
天
神
繁
昌
亭
」
か
ら
申
し
出

を
受
け
て
、
繁
昌
亭
と
梅
ま
つ
り
の
共
通

の
割
引
チ
ケ
ッ
ト
を
発
売
し
ま
し
た
。

こ
の
試
み
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
有
無
と

は
関
係
な
く
、
来
年
以
降
に
も
つ
な
げ
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
今
年
で

五
十
六
周
年
を
迎
え
る
天
満
宮
ス
カ
ウ
ト

も
、
未
だ
か
つ
て
な
い
経
験
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

小
学
三
年
で
入
団
し
、
半
世
紀
以
上
の

ス
カ
ウ
ト
生
活
を
過
ご
し
て
き
た
私
に
と

っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の
制
限
・
自

粛
に
は
戸
惑
い
を
隠
せ
ま
せ
ん
。

各
隊
リ
ー
ダ
ー
は
、
ス
カ
ウ
ト
の
た
め

に
何
が
出
来
る
か
を
模
索
し
な
が
ら
、
在

宅
で
の
課
題
を
課
し
、
ま
た
集
会
も
時
間

の
短
縮
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
来
の
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
の

楽
し
み
は
、
仲
間
と
集
ま
り
ワ
イ
ワ
イ
言

い
な
が
ら
料
理
を
作
り
、
狭
い
テ
ン
ト
の

中
で
様
々
な
話
題
で
盛
り
上
が
る
こ
と
な

の
で
す
。
そ
れ
が
出
来
な
い
こ
と
は
、
本

当
に
辛
く
苦
し
い
の
で
す
が
、
初
代
ボ
ー

イ
隊
隊
長
の
寺
井
種
伯
名
誉
宮
司
を
は
じ

め
、
歴
代
指
導
者
・
団
委
員
の
諸
先
輩
方

か
ら
学
ん
だ
天
満
宮
ス
カ
ウ
ト
精
神
で
こ

の
禍
を
乗
り
切
る
覚
悟
で
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
こ
の
四
月
に
は
新
し
い
ス

カ
ウ
ト
達
が
入
団
上
進
し
ま
し
た
。
後
藤

新
平
初
代
総
長
の
「
人
の
お
世
話
に
な
ら

ぬ
よ
う
、
人
の
お
世
話
を
す
る
よ
う
、
そ

し
て
報
い
を
求
め
ぬ
よ
う
」
と
の
言
葉
を

今
一
度
肝
に
銘
じ
勤
し
ん
で
参
り
ま
す
。

（
ボ
ー
イ
隊･

カ
ブ
隊
副
長
　
三
宅
隆
）

《
活
動
日
誌
》

◆
天
満
宮
ス
カ
ウ
ト
合
同
行
事

　
十
二
月
の
育
成
会
餅
つ
き
大
会
、
一
月

の
元
始
祭
参
列
・
新
年
参
拝
、
及
び
互
例

会
は
コ
ロ
ナ
禍
に
て
中
止
。

　
四
月
　
入
団
上
進
式
。

◆
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
阪
九
十
八
団

　
八
月
　

各
隊
の
夏
期
野
営・舎
営
を
中
止
。

ビ
ー
バ
ー
隊
　
水
遊
び(

鶴
見
緑
地)

。
カ

ブ
隊
　
カ
ブ
ブ
ッ
ク
履
修
。
ボ
ー
イ
隊
　

ハ
イ
ク(

四
条
畷)

。
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
　
個

人
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
。
ロ
ー
バ
ー
隊
　
各

隊
活
動
支
援
。

　
九
月
　
ビ
ー
バ
ー
隊
　
ハ
イ
ク(

天
保

山)

。
カ
ブ
隊
　
手
作
り
パ
タ
ー
大
会
。

ボ
ー
イ
隊
　
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
・
構
築
。
ベ

ン
チ
ャ
ー
隊
　
各
隊
活
動
支
援
。
ロ
ー
バ

ー
隊
　
各
隊
活
動
支
援
。

　
十
月
　
ビ
ー
バ
ー
隊
　

み
か
ん
狩
り(

上

ノ
太
子)

。
カ
ブ
隊
　
一
泊
キ
ャ
ン
プ(

天

満
宮
内)

。
ボ
ー
イ
隊
　
計
測
・
救
急
、

倉
庫
整
理
。

　
◎
星
山
ス
カ
ウ
ト
菊
章
修
得

ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
　
各
隊
活
動
支
援
。
ロ
ー

バ
ー
隊
　
各
隊
活
動
支
援
。

　
十
一
月
　
ビ
ー
バ
ー
隊
　

ハ
イ
ク(

四
条

畷)

。
カ
ブ
隊
　

五
低
山
ハ
イ
ク
。
ボ
ー
イ

隊
　
野
外
料
理
、
テ
ン
ト
設
営
。
ベ
ン
チ

ャ
ー
隊
　
各
隊
活
動
支
援
。

　
◎
西
川
ス
カ
ウ
ト
菊
章
修
得

ロ
ー
バ
ー
隊
　
各
隊
活
動
支
援
。

　
十
二
月
・
一
月
・
二
月
　
各
隊
活
動
自

粛
、
在
宅
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

ビ
ー
バ
ー
隊
　
工
作
。
カ
ブ
隊
　
カ
ブ
ブ

ッ
ク
・
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
。
ボ
ー
イ
隊
　
歩

測
・
野
帳(

駅
〜
天
満
宮)

。
ベ
ン
チ
ャ
ー

隊
　
個
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
ロ
ー
バ
ー
隊

個
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　
三
月
　
ビ
ー
バ
ー
隊
　
工
作
、
お
別
れ

会
。
カ
ブ
隊
　

ハ
イ
ク(
中
之
島
東
端
〜
西

端)

。
ボ
ー
イ
隊
　

ハ
イ
ク(
く
ろ
ん
ど
園
地)

　
◎
吉
川
ス
カ
ウ
ト
菊
章
修
得

ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
　
各
隊
活
動
支
援
。
ロ
ー

バ
ー
隊
　
各
隊
活
動
支
援

◆
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
大
阪
府
八
十
一
団

　
八
月
・
九
月
　
各
隊
活
動
自
粛
、
在
宅

プ
ロ
グ
ラ
ム
。

ブ
ラ
ウ
ニ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
　
シ
ッ
タ

ポ
ン
作
り
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
描
き
。
シ
ニ
ア
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
門

　
年
間
計
画
、
「
お
き
て
」
の
理
解
、
キ

ャ
ン
プ
の
献
立
。

　
十
月
　
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
部
門
　
天
満
宮
で

お
芋
掘
り
。
ジ
ュ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
・
レ
ン

ジ
ャ
ー
部
門
　
お
芋
掘
り
手
伝
い
、
梅
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　
十
一
月
　
各
部
門
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
作
り
、
中
之
島
に
て
活
動
。

　
十
二
月
・
一
月
・
二
月
　
各
部
門
活
動

自
粛
、
在
宅
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

ブ
ラ
ウ
ニ
ー
部
門
　
ひ
な
ま
つ
り
ぬ
り
え
。

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
　
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
作
り
。

シ
ニ
ア
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
門
　
ワ
ー
ル
ド

シ
ン
キ
ン
グ
デ
ィ
（
世
界
の
問
題
を
考
え

る)

。
　
三
月
　
各
部
門
　
バ
ッ
ジ
授
与
式
、
フ

ラ
イ
ア
ッ
プ
式
。

◆
大
阪
天
満
宮
ス
カ
ウ
ト
は
随
時
入
団
募

集
を
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
当

宮
社
務
所
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

天
満
宮
ス
カ
ウ
ト 

歩
み
と
日
誌
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昨
年
十
二
月
十
一
・
十
二
日
の
二
日
間
、

天
神
橋
一
丁
目
振
興
町
会
が
「
天
神
橋
キ

ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
宮
の
参
詣
道
で
も
あ
る
天
神
橋
筋
商

店
街
は
、
全
長
二
・
六
㎞
の
「
日
本
一
長

い
商
店
街
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
南
端
の
約
三
百
ｍ
に
当
た
る
の
が
一

丁
目
商
店
街
で
す
。

「
天
神
橋
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
悪
疫
退

散
を
願
っ
て
、
医
療
従
事
者
へ
の
寄
付
金

を
呼
び
か
け
、
地
域
の
活
性
化
や
振
興
に

つ
な
げ
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
一
丁
目
商
店
街
の
照
明
を
全

て
消
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
キ
ャ
ン
ド
ル
五
百
本
を

両
端
に
配
置
し
て
、
川
に
見
立
て
た
「
キ

ャ
ン
ド
ル
リ
バ
ー
」
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、

商
店
街
の
各
所
に
メ
イ
ン
装
飾
を
飾
り
ま

し
た
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

当
宮
境
内
に
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
キ
ャ
ン
ド
ル
が
並

べ
ら
れ
た
な
か
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
ハ
ー
プ

が
演
奏
さ
れ
、
幻
想
的
な
ひ
と
と
き
を
地

域
の
皆
様
と
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

去
る
三
月
二
十
八
日
、
西
宮
市
の
埜
口

健
三
様
か
ら
、
天
神
祭
を
描
い
た
扇
面
画

十
八
点
を
軸
装
さ
れ
た｢

天
神
祭
扇
子
集｣

一
巻
を
御
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

埜
口
様
は
か
つ
て
当
宮
の
隣
地
に
お
住

ま
い
な
さ
っ
て
お
れ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和

初
期
の
大
変
稀
少
な
扇
面
を
ご
所
蔵
さ
れ

て
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。

当
宮
の
宝
物
と
し
て

末
永
く
大
切
に
収
蔵
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

天神橋一丁目
キャンドルナイト
天神橋一丁目
キャンドルナイト

御 

奉 

納

「天
神
祭
扇
子
集
」
一
巻
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フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
告
知　

コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
初
詣
の
混
雑
緩
和
の
た
め
に
、

Ｊ
Ｒ
大
阪
天
満
宮
駅
・
大
阪
メ
ト
ロ
南
森

町
駅
の
御
協
力
を
得
て
、
公
式
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
、
境
内
お
よ
び
駅
構
内
の
混
雑

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
（
年
末
か
ら

約
二
時
間
ご
と
に
三
日
間
）
。

皆
様
の
ご
協
力
も
あ
っ
て
、
例
年
の
よ

う
な
大
混
雑
は
避
け
ら
れ
「
参
拝

の
前
に
状
況
が
判
か
り
助
か
っ
た｣

と
の
参
詣
者
様
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

も
数
件
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
っ
た
後
に
も
、

初
詣
情
報
の
在
り
方
に
役
立
た
せ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

史
跡
探
訪
カ
レ
ン
ダ
ー　

当
宮

で
は
毎
年
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
境
内
の
風
景

　
御
神
鏡
　
研
磨
御
奉
仕
　

　
　
　
　
　
　
　
坪
庭
家
三
代

御
本
殿
に
は
五
面
の
御
神
鏡
が
掛
け
ら

れ
て
お
り
、
い
つ
見
て
も
曇
り
な
く
美
し

い
輝
き
を
保
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
正
月
前
と
天
神
祭
前
の
年
二
回

必
ず
研
磨
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の

研
磨
作
業
を
永
年
に
わ
た
っ
て
ご
奉
仕
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
は
、
東
大
阪
市
の

坪
庭
秀
實
様
（
昭
和
十
八
年
生
）
と
ご
子

息
の
正
和
様
（
昭
和
四
七
年
生
）
で
す
。

研
磨
の
御
奉
仕
は
先
代
の
元
次
郎
様
か

ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
昭
和
三
十
年
ご
ろ

に
遡
り
ま
す
。
当
時
、
元
次
郎
様
は
当
宮

境
内
の
清
掃
奉
仕
を
始
め
ら
れ
、
そ
の
後
、

昭
和
三
十
八
年
に
青
銅
製
の
臥
牛
像
を
奉

納
さ
れ
て
い
ま
す
、

そ
の
後
、
昭
和
四
十
年
に
御
神
鏡
の
研

磨
奉
仕
を
申
し
出
ら
れ
、
爾
来
今
日
に
い

た
る
ま
で
に
、
平
成
九
年
か
ら
秀
實
様
と

父
子
で
御
奉
仕
さ
れ
、
平
成
十
一
年
か
ら

十
三
年
ま
で
は
お
孫
様
の
正
和
様
と
三
代

お
揃
い
で
御
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。
元

次
郎
様
ご
逝
去
の
後
も
、
秀
實
・
正
和
様

に
よ
り
欠
か
さ
ず
ご
奉
仕
を
頂
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

同
家
か
ら
は
、
こ
の
間
に
も
御
本
社
御

屋
根
の
修
復
奉
納
や
、
平
成
三
年
に
は
御

神
鏡
五
面
の
銀
面
を
、
平
成
十
四
年
の
千

百
年
式
年
大
祭
に
は
御
本
殿
御
神
鏡
（
純

銀
製
）
五
面
の
他
、
数
々
の
御
奉
納
を
賜

っ
て
お
り
ま
す
。
父
子
三
代
に
わ
た
る
奉

仕
の
誠
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に

只
々
感
服
す
る
ば
か
り
で
す
。

こ
の
御
鏡
の
輝
き
が
大
稜
威
の
広
大
無

辺
な
る
を
末
長
く
示
す
も
の
と
信
じ
て
や

み
ま
せ
ん
。

朝
ご
と
に 

む
か
ふ
鏡
の 

曇
り
な
く

　
　

あ
ら
ま
ほ
し
き
は 

心
な
り
け
り

　
　
　
　
　

昭
憲
皇
太
后　

御
歌

や
神
事
・
催
事
な
ど
、
毎
年
テ
ー
マ
を
決

め
美
し
い
写
真
を
掲
載
し
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
今
年
は
、

趣
向
を
変
え
て
ク
イ
ズ

形
式
の
「
境
内

史
跡
探
訪
」
を

テ
ー
マ
に
し
ま

し
た
。
境
内
の

各
地
の
臥
牛
像

を
始
め
、
石
碑
や
灯
篭
、
建
物
の
文
様
な

ど
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
写
真
を
載

せ
、
そ
の
場
所
を
探
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
少
し
で
も
本
殿

前
の
混
雑
が
緩
和
さ
れ
れ
ば
と

い
う
試
み
で
し
た
。

産
経
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
、

そ
の
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
予

想
を
上
回
る
多
数
の
応
募
が
あ

っ
た
た
め
、
当
宮
の
巫
女
に
よ

る
抽
選
を
行
う
ほ
ど
で
し
た
。

第
二
十
四
回

広
報
室
だ
よ
り

広
報
室
だ
よ
り
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去
年
の
十
一
月
、
兄
ち
ゃ
ん
の
さ
と
し

(

に
ぃ
に
ぃ
と
呼
ん
で
い
ま
す)

と
七
五
三

の
お
参
り
に
大
阪
天
満
宮
へ
行
き
ま
し
た
。

数
え
で
に
ぃ
に
ぃ
が
五
歳
、
わ
た
し
が
三

歳
で
し
た
。

ま
ず
は
写
真
館
へ
。
こ
こ
は
、
ふ
た
り

と
も
初
宮
参
り
の
時
に
お
世
話
に
な
っ
た

お
店
で
す
。
わ
た
し
は
ピ
ン
ク
の
着
物
を

選
び
ま
し
た
。
に
ぃ
に
ぃ
は
地
味
な
着
物

で
す
が
、
す
ぐ
に
「
鬼
滅
の
刃
」
の
竈
門

炭
治
郎
の
気
持
ち
に
な
っ
た
み
た
い
で
す
。

に
ぃ
に
ぃ
は
、
前
の
日
に
右
頬
に
小
さ

な
ケ
ガ
を
し
て
絆
創
膏
を
貼
っ
た
ま
ま
で

し
た
。
写
真
館
の
人
が
「
絆
創
膏
を
取
っ

た
ら
ど
う
で
す
か
。
あ
と
か
ら
修
正
は
で

き
ま
せ
ん
か
ら
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
け
ど
、
に
ぃ
に
ぃ
は
イ
ヤ
だ
と
言

っ
て
聞
き
ま
せ
ん
。
後
か
ら
か
わ
い
ら
し

い
写
真
が
送
ら
れ
て
き
た
の
で
す
が
、
に

ぃ
に
ぃ
の
右
頬
に
は
や
っ
ぱ
り
絆
創
膏
が

し
っ
か
り
写
っ
て
ま
し
た
。

天
満
宮
で
は
、
じ
ぃ
じ
と
、
二
人
の
ば

ぁ
ば
が
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
緊
急

事
態
宣
言
（
に
ぃ
に
ぃ
は
「
き
ん
き
ゅ
う

じ
た
い
ち
ぇ
ん
げ
ん
」
と
言
い
ま
す
が
、

何
の
こ
と
か
わ
か
り
ま
せ
ん
）
は
出
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
な
ん
で
も
「
密
」
を

避
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
工
夫

が
さ
れ
て
ま
し
た
。

い
つ
も
と
違
う
通
路
が
作
ら
れ
て
ま
し

た
し
、
本
殿
は
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
区
切

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
付
き
添
い
は
三
人
ま

で
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
う
ち
の
家
は

お
参
り
が
二
人
で
、
付
き
添
い
と
で
計
五

人
で
し
た
か
ら
、
セ
ー
フ
で
し
た
。

ご
祈
祷
は
、
名
前
が
呼
ば
れ
て
る
と
こ

ろ
以
外
、
な
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
終
わ
っ
て
か
ら
、
千
歳
飴
と
か
が
入

っ
て
る
紙
の
袋
と
、
風
船
を
も
ら
え
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

本
殿
の
横
に
「
祝 

七
五
三
」
の
看
板

と
写
真
撮
影
舞
台
が
あ
っ
た
の
で
、
ふ
た

り
で
撮
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
写
真
を
見

て
も
ら
っ
た
ら
わ
か
り
ま
す
け
ど
、
に
ぃ

に
ぃ
は
、
え
ら
く
い
ち
び
っ
て
、
風
船
に

つ
い
た
針
金
を
く
わ
え
て
ぶ
ん
ぶ
ん
振
り

回
し
続
け
て
ま
し
た
。
こ
ん
な
炭
治
郎
は

絶
対
に
い
て
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど･･･

。

次
の
人
も
待
っ
て
る
の
に
、
「
こ
ん
な

ん
連
れ
て
や
っ
て
ま
す
ね
ん
」
と
、
兄
妹

漫
才
み
た
い
な
気
持
ち
に
な
っ
て
た
の
、

写
真
か
ら
わ
か
っ
て
も
ら
え
ま
す
か
。

に
ぃ
に
ぃ
と
七
五
三

　
　
　
　
　
　
か
た
や
ま

あ
や

　
　
　
　
　
（
代
筆 

じ
ぃ
じ
、
仲
野
徹
）

わ
た
り
鳥
あ
は
た
た
し
け
に
ゆ
く
は
て
の

　
雲
の
は
さ
ま
の
秋
の
ふ
か
ま
り

　
　
　
　
　
幹
事
　
　
　
佐
野
　
秀
子

ひ
か
へ
め
を
信
じ
従
ふ
も
の
の
ふ
の

　
魂
に
に
て
萩
の
花
散
る

　
　
　
　
　
幹
事
　
　
　
松
村
　
曉
二

紅
梅
の
蕾
ふ
く
ら
む
あ
か
る
さ
に

　
目
白
き
た
り
て
春
の
庭
は
や

　
　
　
　
　
東
大
阪
市
　
中
山
　
里
江

昨
夜
の
露
光
る
水
辺
に
赤
蜻
蛉

　
色
な
き
風
に
そ
よ
と
揺
れ
を
り

　
　
　
　
　
神
戸
市
　
　
鈴
木
　
敬
子

年
の
暮
心
せ
は
し
く
札
納
む

　
三
密
さ
け
て
疫
病
を
払
ふ

　
　
　
　
　
大
阪
市
　
　
大
北
　
滋
保

松
を
主
に
添
へ
は
南
天
菊
の
花

　
心
晴
れ
や
か
初
春
を
ま
つ

　
　
　
　
　
大
阪
市
　
　
中
瀨
　
央
子

子
午
線
を
越
え
て
群
れ
飛
ぶ
渡
り
鳥

　
絆
の
力
い
づ
く
に
秘
め
し
や

　
　
　
　
　
大
阪
市
　
　
家
治
　
綾
子

う
す
紅
の
な
て
し
こ
の
花
咲
き
競
い

　
や
わ
き
心
の
あ
の
頃
思
ふ

　
　
　
　
　
東
大
阪
市
　
乾
　
恵
子

思
ひ
出
に
二
人
の
世
界
と
記
し
た
る

　
父
と
の
旅
の
湯
河
原
の
石

　
　
　
　
　
東
大
阪
市
　
北
岡
　
由
紀
子

ふ
る
さ
と
の
桜
島
山
絵
に
か
き
し

　
思
ひ
出
め
く
り
幼
き
日
々
を

　
　
　
　
　
大
阪
市
　
　
伊
藤
　
凉
子

与
那
国
の
馬
の
草
は
む
音
き
こ
ゆ
波

　
音
し
つ
か
あ
か
と
き
岬

　
　
　
　
　
八
尾
市
　
　
南
口
　
一
二
美

門
松
を
立
て
て
迎
ふ
る
丑
の
年

　
ち
は
や
ぶ
る
神
に
病
祓
は
む

　
　
　
　
　
大
阪
市
　
　
佐
村
　
昌
哉

西
風
の
中
よ
り
渡
る
雁
が
音
の

　
一
声
か
な
し
芦
の
は
な
か
げ

　
　
　
　
　
長
野
県
　
　
坂
井
田
　
礼
子

夏
雲
の
そ
び
え
立
ち
見
ゆ
岬
よ
り

　
白
良
の
浜
に
寄
す
る
細
波

　
　
　
　
　
　
禰
宜
　
　
柳
野
　
等

令
和
三
年

上
半
期
秀
歌

よ
　
べ

え
や
み
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近
年
は
家
族
の
誕
生
日
な
ど
に
ケ
ー
キ

を
囲
む
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
少
し

前
ま
で
は
お
母
さ
ん
が
炊
い
た
赤
飯
が
食

卓
に
上
が
っ
て
お
祝
い
す
る
こ
と
が
普
通

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
「
赤
は
め
で
た

い
か
ら
」
く
ら
い
に
思
っ

て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
の

で
少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。

明
治
ご
ろ
ま
で
は
、
白

米
に
小
豆
を
ま
ぜ
て
炊
い

た
「
赤
飯
」
と
、
餅
米
を

小
豆
の
煮
汁
で
染
め
て
か

ら
蒸
し
た
「
お
こ
わ
」
と

は
別
物
で
し
た
が
、
い
ま
で
は
混
同
し
て

ど
ち
ら
も
「
お
こ
わ
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
す
。

お
よ
そ
御
祝
い
事
（
吉
事
）
に
用
い
ま

す
が
、
凶
事
に
用
い
る
地
方
も
あ
る
よ
う

で
す
、
赤
は
邪
気
を
払
う
と
い
う
説
も
あ

り
、
当
宮
の
御
迎
え
人
形
も
、
衣
装
の
ど

こ
か
に
必
ず
赤
色
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

奈
良
や
京
都
の
古
い
神
社
の
特
殊
な
神

饌
に
も
赤
飯
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
起

源
は
古
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
赤
米
の
最
古

の
記
録
は
、
飛
鳥
京
跡
の
遺
構
か
ら
出
土

し
た
木
簡
に
あ
り
ま
す
。
平
城
京
の
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
は
丹
波
・
丹
後
・

但
馬
か
ら
輸
送
さ
れ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ

て
い
ま
す
。正
倉
院
文
書
の『
大
倭
国
正
税

帳
』『
尾
張
国
正
税
帳
』に
も
地
方
か
ら
赤

米
が
納
め
ら
れ
た
記
録
が
あ
る
そ
う
で
す
。

日
本
に
稲
作
が
伝
来
し
た
こ
ろ
は
白
米

と
赤
米
が
あ
っ
て
、
赤
米
の
栄
養
価
は
高

い
の
で
す
が
、
味

は
白
米
に
劣
り
ま

す
、
次
第
に
淘
汰

さ
れ
て
明
治
ご
ろ

に
は
白
米
の
栽
培

が
ほ
と
ん
ど
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。赤

飯
の
起
源
は

赤
米
で
す
が
、
今

は
白
米
で
作
る
の
が
普
通
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
神
社
で
は
現

在
も
神
事
用
と
し
て
赤
米
を
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
し
、
古
代
米
と
し
て
新
た
に
栽
培

さ
れ
流
通
す
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

お
祝
い
事
が
あ
れ
ば
家
族
そ
ろ
っ
て
お

赤
飯
を
頂
く
の
も
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

あ
る
い
は
、
「
お
う
ち
で
御
飯
」
が
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
疫
病
退
散
を
祈
っ

て
お
赤
飯
を
頂
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

九
月
課
題
　
早
秋
即
事

　
　
　
　
　
玄
齋
　
佐
村
昌
哉
　
大
阪
市

新
涼
秋
色
露
華
滋
　
落
葉
梧
桐
最
得
知

漸
洗
暑
威
殘
雨
後
　
亂
蛩
聲
韻
動
情
時

《
訓
読
》
新
涼
の
秋
色
露
華
滋
し
、
落
葉

の
梧
桐
最
も
知
る
を
得
。
漸
く
暑
威
を
洗

う
残
雨
の
後
、
乱
蛩
の
声
韻
情
を
動
か
す

時《
通
釈
》
夏
が
過
ぎ
て
初
め
て
涼
し
さ
を

感
じ
露
が
お
り
、
桐
の
葉
が
さ
き
が
け
て

散
れ
ば
秋
が
来
た
な
と
し
る
。
暑
さ
を
あ

ら
う
名
残
の
雨
、
秋
の
虫
が
私
の
情
感
を

動
か
す
の
で
あ
る
。

十
一
月
席
題
　
晩
秋
鄕
里

　   

　
　
鵬
城
　
北
野
修
司
　
大
阪
市

久
歸
秋
杪
里
　
籬
菊
歴
霜
粧

枕
上
呈
衰
母
　
開
顔
一
朶
香

《
訓
読
》
久
し
く
帰
る
秋
杪
の
里
、
籬
菊

　
霜
を
歴
て
粧
う
。
枕
上
衰
母
に
呈
せ
ば
、

顔
を
開
く
一
朶
の
香
に

《
通
釈
》
久
し
ぶ
り
に
晩
秋
の
故
郷
へ
か

え
れ
ば
、
垣
根
の
菊
が
霜
を
へ
て
美
し
い
。

寝
た
き
り
の
母
親
に
一
枝
を
差
し
上
げ
れ

ば
、
菊
の
香
り
に
に
こ
っ
と
微
笑
ま
れ
た
。

十
二
月
　
歳
除
一
作

　
　
　
　
粕
春
　
中
島
結
樹
　
横
浜
市

夜
色
山
亭
暖
　
窮
陰
霜
鬢
侵

功
名
浮
世
夢
　
風
月
古
人
心

《
訓
読
》
夜
色
山
亭
暖
か
く
窮
陰
霜
鬢
侵

す
。
功
名
浮
世
の
夢
、
風
月
古
人
の
心
。

《
通
釈
》
除
夜
の
我
が
家
は
暖
か
く
、
年

窮
ま
っ
て
、
吾
髪
は
霜
を
増
す
。
功
名
心

は
浮
き
世
の
夢
、
風
月
を
楽
し
む
我
も
古

人
の
心
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

令
和
三
年
一
月
　
年
頭
感
懷

　
　
　
　
苔
菴
　
揚
田
崇
徳
　
三
原
市

雪
解
年
頭
淑
氣
催
　
欲
尋
花
影
醉
徘
徊

豈
圖
數
刻
空
歸
舍
　
庭
際
迎
吾
一
樹
梅

《
訓
読
》
雪
解
け
年
頭
淑
気
催
し
花
影
を

尋
ね
ん
と
欲
し
酔
い
て
徘
徊
す
。
豈
に
図

ら
ん
や
数
刻
空
し
く
舍
に
帰
れ
ば
庭
際
吾

を
迎
う
一
樹
の
梅

《
通
釈
》
雪
が
と
け
て
年
の
初
め
の
春
め

き
て
、
探
梅
で
も
す
る
か
と
酒
を
飲
み
つ

つ
歩
い
て
み
る
も
想
い
と
は
う
ら
は
ら
に

梅
は
咲
い
て
い
な
い
。
ガ
ッ
カ
リ
し
て
家

に
帰
る
と
庭
先
の
梅
が
私
を
迎
え
て
く
れ

た
。

『
お
祝
い
事
と
お
赤
飯
』

『
お
祝
い
事
と
お
赤
飯
』
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当
社
報
の
前
号
（
第
78
号
）
に
お
い
て
、

天
満
宮
会
館
と
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
と
の
運
営
委
託
、
お
よ
び
会
館

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た

し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
天
満
宮
会
館
の

事
業
の
三
部
門
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

✤
ブ
ラ
イ
ダ
ル
部
門
　
当
宮
に
お
け
る
挙

式
を
希
望
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
、
当
宮
お

よ
び
会
館
の
施
設
な
ど
を
ご
案
内
し
、

様
々
な
プ
ラ
ン
を
ご
提
案
す
る
な
ど
、
挙

式
の
一
部
始
終
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た

だ
く
部
門
で
す
。

こ
の
部
門
で
最
も
心
掛
け
て
お
り
ま
す

の
は
、
「
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
知
識
」
と
「
接

客
マ
ナ
ー
」
で
す
。
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
知
識

に
つ
い
て
は
、
通
常
の
総
合
結
婚
式
場
と

は
異
な
り
、
神
社
施
設
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
天
満
宮
と
緊
密
な
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
神
社
行
事
へ
の
造
詣
も
深
め
て

お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
味

違
っ
た
質
の
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持

っ
て
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

接
客
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
、
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
が
、
そ
の
都
度
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

接
客
の
様
子
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
適
切
な
指

導
を
行
い
、
キ
メ
細
か
い
心
の
こ
も
っ
た

ご
奉
仕
が
で
き
ま
す
よ
う
心
掛
け
て
お
り

ま
す
。

昨
年
夏
に
会
館
の
ハ
ー
ド
面
を
充
実
さ

せ
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
と
も
に
ス
タ
ッ
フ

の
成
長
に
よ
り
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

で
の
受
け
入
れ
態
勢
も
整
っ
て
い
る
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
結
婚
披
露
宴
以
外
の
一
般

宴
会
の
ご
用
命
も
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
幸

い
に
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
を
中
心
に
ご

利
用
い
た
だ
き
、
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

✤
マ
イ
ス
部
門

　
法
人
向
け
の

宴
会
の
営
業
の

部
門
で
す
。
専

任
の
担
当
者
を

配
属
し
て
、
企

業
廻
り
を
し
ま

す
が
、
残
念
な

が
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の

広
が
り
の
た
め

現
在
は
休
止
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
と
思
案
し
、
お

持
ち
帰
り
用
の
折
詰
弁
当
「
大
阪
天
満
宮

御
膳
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

参
拝
後
に
お
食
事
会
を
開
き
に
く
い
皆

様
に
、
御
家
庭
で
安
心
し
て
贅
沢
な
気
分

を
味
わ
っ
て
頂
こ
う
と
考
え
た
も
の
で
す
。

会
館
の
シ
ェ
フ
と
料
理
長
が
腕
に
よ
り
を

か
け
た
、
和
食
と

洋
食
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
・
メ
ニ

ュ
ー
は
自
慢
の
一

品
に
仕
上
が
り
ま

し
た
。

✤
フ
ォ
ト
婚
部
門

　
「
大
阪
天
満
宮

フ
ォ
ト
プ
ラ
ン
」

の
部
門
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
も
と
で
は
「
結
婚
式
や
披
露
宴

は
行
わ
な
い
が
、
せ
め
て
記
念
写
真
だ
け

で
も
」
と
い
う
声
も
あ
り
、
ま
た
親
族
の

列
席
は
不
安
な
の
で
、
新
郎
新
婦
の
二
人

だ
け
で
結
婚
式
を
挙
げ
ら
れ
る
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

境
内
の
清
浄
な
空
間
で
の
撮
影
を
通
じ

て
、
神
社
へ
の
親
し
み
が
芽
生
え
、
数
年

後
の
初
宮
詣
や
七
五
三
詣
な
ど
の
「
人
生

儀
礼
」
に
お
詣
り
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
部
門
で
は

｢

喜
び
の
声
を｣

、
マ
イ
ス
部
門
で
は
「
利

便
性
の
良
さ
の
声
を
」
、
フ
ォ
ト
婚
部
門

で
は
「
親
し
み
を
持
て
た
と
の
声
を
」
お

聞
か
せ
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
邁
進
し
て
行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

     

　
　
　
　
（
総
支
配
人 

沖
圭
司
）

天満宮会館の三部門天満宮会館の三部門
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き
、
一
般
拝
観
者
の
見
物
は
控
え
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
最
終
決
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、

五
月
末
こ
ろ
に
は
、
当
宮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

他
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
当
社
報
は
、
こ
れ
ま
で
年
二
回
の
発
行

（
正
月
・
七
月
）
で
し
た
が
、
今
年
か

ら
正
月
の
新
年
号
外
と
、
四
月
号
・
九

月
号
の
三
回
発
行
に
変
更
し
ま
し
た
。

○
当
宮
で
は
、
昨
年
九
月
か
ら
今
年
四
月

に
か
け
て
十
名
も
の
職
員
が
新
採
用
さ

れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
た
め
、

な
に
か
と
至
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
か
と

存
じ
ま
す
が
、
今
し
ば
ら
く
温
か
い
目

で
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

○
連
載
中
の
名
誉
宮
司
の
回
顧
録
は
、
都

合
に
よ
り
休
載
し
ま
し
た
。

大
阪
天
満
宮
社
報

て
ん
ま
て
ん
じ
ん  

第
79
号

令
和
３
年
４
月
20
日
印
刷

令
和
３
年
４
月
25
日
発
行

発
行
人　

寺
井
種
治

発
行
所　

大
阪
天
満
宮
社
務
所

　

〒
530
│

0041 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
２
│
１
│
８

　
　
　
　
　

TEL 

０
６
│

６
３
５
３
│

０
０
２
５

印
刷
所　

木
村
印
刷
株
式
会
社

  〈
新  
任
〉

   
　

 

令
和
三
年
四
月
一
日
付

  〈
退  

任
〉

巫
女　

石
田
麻
理
阿

令
和
二
年
十
月
三
十
日
付

出
仕　

南
條
竜
太

巫
女　

吉
村
玲
南

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
付

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
昨
年
の
天
神
祭
は
、

本
殿
に
お
け
る
神
事
だ
け
に
縮
小
し
て
斎

行
し
ま
し
た
。
陸
渡
御
・
船
渡
御
を
楽
し

み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様
に
は
申
し
訳
な
い

限
り
で
し
た
。
そ
の
代
わ
り
と
い
う
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
常
日
頃
は
ご
覧
い
た

だ
け
な
い
神
事
の
一
部
始
終
を
Ｗ
ｅ
ｂ
配

信
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
天
神
祭

の
中
心
に
神
事
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
で

き
た
と
い
う
嬉
し
い
お
声
も
頂
き
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
の
天
神
祭
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
限
り
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
本
殿

等
に
お
け
る
神
事
は
従
前
同
様
に
厳
粛
に

斎
行
し
ま
す
。
陸
渡
御
は
路
程
を
大
幅
に

短
縮
し
、
行
列
の
規
模
は
お
よ
そ
半
分
以

下
に
な
る
見
込
み
で
す
、
船
渡
御
は
一
、

二
船
程
度
で
航
路
も
短
時
間
に
な
る
よ
う

調
整
し
て
い
ま
す
。
ま
た
奉
納
花
火
は
実

施
し
な
い
方
向
で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
社
会
情
勢
が
変
化
す
る
よ
う
で
あ

れ
ば
計
画
も
さ
ら
に
縮
小
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
全
て
の
神
事
、
行

事
は
関
係
者
の
み
で
斎
行
さ
せ
て
い
た
だ

人
事
任
免

巫
女

　

小
仲 

あ
か
り

巫
女

　

大
嶋 

麻
耶

巫
女

　

唯 

仁
美

事
務
職

　

仲 

真
矢

事
務
職

　

岩
田 

宗
大

出
仕

　

松
尾 

真
奈

権
禰
宜

　

江
戸 

英
一
郎

　
（
島
頭
天
満
宮
よ
り
）

出
仕

　

須
山 

理
絵
子

　
（
巫
女
よ
り
）

出
仕

　

臼
杵 

浩
秀

出
仕

　

成
田 

采
弥
佳

出
仕

　

為
我
井 

柚
衣

御
報
告

　

今
年
の
天
神
祭
に
つ
い
て

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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